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1.  平成23年3月期第3四半期の連結業績（平成22年4月1日～平成22年12月31日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

23年3月期第3四半期 17,441 51.4 288 ― 252 ― 196 ―
22年3月期第3四半期 11,519 △36.5 △126 ― △156 ― △231 ―

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

23年3月期第3四半期 40.79 ―
22年3月期第3四半期 △47.58 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

23年3月期第3四半期 9,644 4,105 42.6 859.18
22年3月期 7,690 4,036 52.5 830.79

（参考） 自己資本   23年3月期第3四半期  4,105百万円 22年3月期  4,036百万円

2.  配当の状況 

（注）当四半期における配当予想の修正有無  無  
 

年間配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

22年3月期 ― 0.00 ― 1.00 1.00
23年3月期 ― 5.00 ―
23年3月期 

（予想）
3.00 8.00

3.  平成23年3月期の連結業績予想（平成22年4月1日～平成23年3月31日） 
（％表示は、対前期増減率）

（注）当四半期における業績予想の修正有無  無   

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 22,300 42.7 340 ― 280 ― 200 ― 41.60



(1) 当四半期中における重要な子会社の異動  無  

（注）当四半期会計期間における連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動の有無となります。 

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用  有  
（注）簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。 

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

（注）「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表
示方法等の変更の有無となります。 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、金融商品取引法に基
づく四半期財務諸表のレビュー手続は終了していません。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、
実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等について
は、四半期決算短信（添付資料）３ページ「業績予想に関する定性的情報」をご覧ください。 

4.  その他 （詳細は、【添付資料】P.4「その他」をご覧ください。）

新規 ―社 （社名 ）、 除外 ―社 （社名 ）

① 会計基準等の改正に伴う変更 有
② ①以外の変更 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 23年3月期3Q 5,158,230株 22年3月期  5,158,230株
② 期末自己株式数 23年3月期3Q  379,482株 22年3月期  299,398株
③ 期中平均株式数（四半期累計） 23年3月期3Q 4,817,743株 22年3月期3Q 4,863,350株
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当第３四半期連結累計期間（平成22年４月１日～平成22年12月31日）におけるわが国経済は、中国を

中心とするアジア新興国市場の需要拡大、政府の経済対策の効果等により企業収益は回復基調にあるも

のの、急激な円高の進行、長引く米国経済の低迷や欧州の金融不安などから今後への警戒感は拭えず、

企業の設備投資、雇用及び個人消費は未だ低調なままとなり、依然として先行き不透明な状況となって

おります。 

 半導体及び半導体関連電子機器市場については、世界に目を向けると、新興国市場の堅実な成長、電

子機器の高性能化・スマート化、自動車のエレクトロニクス化、電子機器を利用した新しいエネルギー

網構築の推進等による半導体の需要増大が見込まれ、市場規模がより拡大しつつあります。しかしなが

ら、国内においては、エコポイント制度やエコカー補助金によるデジタルＴＶや各種レコーダー、自動

車関連部品の特需があったものの、円高進行による輸出の減少、設備投資の手控え、雇用不安による個

人消費の冷え込みなど、景気回復は足踏み状態であり、経営環境は引き続き厳しい状況が続いていま

す。 

 このような状況下、当社グループは、2010年6月に策定した中期経営計画（３ヵ年計画）を確実に実

行・実現するべく、技術部門プリセールス注力体制の構築、車載専任営業部門の新設、国内外各エリア

毎の営業体制の見直し・強化、新規商材の発掘、エコロジー分野を中心とする次世代アプリケーション

の開拓等に注力し、既存ビジネスの拡大とともに、新たなビジネス創出に取り組んでまいりました。 

 この結果、当第３四半期連結累計期間の売上高は、174億41百万円（前年同期比51.4％増）となりま

した。 

 損益につきましては、営業利益2億88百万円（前年同期は営業損失1億26百万円）、経常利益2億52百

万円（前年同期は経常損失1億56百万円）、四半期純利益1億96百万円（前年同期は四半期純損失2億31

百万円）となりました。 

 売上高をアプリケーション分野別に見ますと、家庭用ゲーム機器やデジタルＴＶ向けを原動力に民生

機器分野が引き続き好調に推移し、前年同期と比較して大きく伸長しました。また、情報通信機器分野

ではノートパソコン向け、自動車機器分野ではカーＡＶ機器向け、産業機器分野では工業用計測機器、

医療用画像診断装置向け等が主力となって、全ての分野が前年同期実績を大きく上回りました。 

  

総資産は、前連結会計年度末と比較し19億54百万円増加し、96億44百万円となりました。これは主と

して、売上債権、たな卸資産の増加によるものであります。  

 負債は、前連結会計年度末と比較し18億85百万円増加し、55億38百万円となりました。これは主とし

て、仕入債務、短期借入金の増加によるものであります。  

 純資産は、前連結会計年度末と比較し69百万円増加し、41億5百万円となり、自己資本比率は42.6％

となりました。  

（キャッシュ・フロー）  

 当第３四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物は、前連結会計年度末と比較して52百万円

増加し、8億3百万円となりました。 

各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。 

  

1. 当四半期の連結業績等に関する定性的情報

(1) 連結経営成績に関する定性的情報

(2) 連結財政状態に関する定性的情報
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（営業活動によるキャッシュ・フロー）  

 営業活動によるキャッシュ・フローは、税金等調整前四半期純利益2億44百万円、仕入債務の増加等

がありましたが、売上債権、たな卸資産の増加等により、14億50百万円の支出となりました。 

（投資活動によるキャッシュ・フロー）  

 投資活動によるキャッシュ・フローは、固定資産の取得等により、22百万円の支出となりました。 

（財務活動によるキャッシュ・フロー）  

 財務活動によるキャッシュ・フローは、短期借入金の増加等により、15億42百万円の収入となりまし

た。 

  

平成23年３月期の連結業績予想につきましては、平成22年11月４日に公表いたしました連結業績予想

に変更はありません。 

  

(3) 連結業績予想に関する定性的情報
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該当事項はありません。 

  

①棚卸資産の評価方法 

 棚卸資産の簿価切下げに関しては、収益性の低下が明らかなものについてのみ正味売却価額を見積

り、簿価切下げを行う方法によっております。 

②法人税等並びに繰延税金資産及び繰延税金負債の算定方法 

 法人税等の納付税額の算定に関しては、加味する加減項目や税額控除項目を重要なものに限定する方

法によっております。繰延税金資産の回収可能性の判断に関しては、前連結会計年度末以降に経営環境

等、かつ、一時差異等の発生状況に著しい変化がないと認められるので、前連結会計年度において使用

した将来の業績予測やタックス・プランニングを利用する方法によっております。 

  

資産除去債務に関する会計基準の適用 

 当第１四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基準第18号 平成20

年3月31日）及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第21号 平成20

年3月31日）を適用しております。 

 これにより、営業利益、経常利益がそれぞれ846千円減少し、税金等調整前四半期純利益が8,324千円

減少しております。 

  

該当事項はありません。 

2. その他の情報

(1) 重要な子会社の異動の概要

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要

(4) 継続企業の前提に関する重要事象等の概要
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3. 四半期連結財務諸表 
 (1)四半期連結貸借対照表 

（単位：千円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成22年12月31日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 803,981 751,541

受取手形及び売掛金 4,760,879 3,634,536

商品 3,261,265 2,590,509

その他 338,716 170,745

貸倒引当金 △3,566 △2,946

流動資産合計 9,161,276 7,144,387

固定資産   

有形固定資産   

土地 1,684 1,684

その他（純額） 22,044 22,689

有形固定資産合計 23,729 24,374

無形固定資産   

ソフトウエア 61,008 117,236

その他 5,168 5,168

無形固定資産合計 66,177 122,405

投資その他の資産   

投資有価証券 116,141 114,546

敷金及び保証金 79,185 87,449

投資不動産（純額） 196,498 194,907

その他 2,454 2,978

貸倒引当金 △1,071 △846

投資その他の資産合計 393,210 399,035

固定資産合計 483,117 545,815

資産合計 9,644,393 7,690,203

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 1,598,206 1,169,946

短期借入金 3,391,767 2,269,801

1年内返済予定の長期借入金 60,000 －

未払法人税等 45,147 22,136

賞与引当金 41,446 60,925

その他 126,151 98,683

流動負債合計 5,262,719 3,621,493

固定負債   

長期借入金 240,000 －

負ののれん 19,152 24,375

その他 16,719 7,644

固定負債合計 275,872 32,020

負債合計 5,538,591 3,653,513

（株）アムスク(7468)平成23年3月期　第3四半期決算短信

5



（単位：千円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成22年12月31日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年３月31日) 

純資産の部   

株主資本   

資本金 1,051,740 1,051,740

資本剰余金 1,439,295 1,439,295

利益剰余金 1,849,645 1,681,895

自己株式 △106,223 △86,365

株主資本合計 4,234,457 4,086,565

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 7,989 9,728

為替換算調整勘定 △136,644 △59,604

評価・換算差額等合計 △128,655 △49,875

純資産合計 4,105,802 4,036,689

負債純資産合計 9,644,393 7,690,203
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 (2)四半期連結損益計算書 
  第３四半期連結累計期間 

（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年12月31日) 

売上高 11,519,797 17,441,250

売上原価 10,272,890 15,684,553

売上総利益 1,246,906 1,756,696

販売費及び一般管理費 1,373,347 1,468,164

営業利益又は営業損失（△） △126,440 288,531

営業外収益   

受取利息 213 115

受取配当金 711 960

投資不動産賃貸料 6,426 7,200

金利スワップ評価益 4,910 －

負ののれん償却額 5,223 5,223

その他 3,235 4,936

営業外収益合計 20,721 18,436

営業外費用   

支払利息 39,747 41,496

為替差損 4,924 5,707

その他 5,865 7,568

営業外費用合計 50,537 54,771

経常利益又は経常損失（△） △156,256 252,196

特別損失   

事業構造改善費用 41,777 －

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 7,477

特別損失合計 41,777 7,477

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

△198,034 244,718

法人税、住民税及び事業税 33,316 37,702

法人税等調整額 52 10,513

法人税等合計 33,368 48,216

四半期純利益又は四半期純損失（△） △231,403 196,502
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  第３四半期連結会計期間 
（単位：千円）

前第３四半期連結会計期間 
(自 平成21年10月１日 
 至 平成21年12月31日) 

当第３四半期連結会計期間 
(自 平成22年10月１日 
 至 平成22年12月31日) 

売上高 3,947,011 5,578,796

売上原価 3,482,153 5,017,346

売上総利益 464,858 561,450

販売費及び一般管理費 434,059 489,790

営業利益 30,799 71,659

営業外収益   

受取利息 40 30

受取配当金 193 373

為替差益 914 －

投資不動産賃貸料 2,400 2,400

負ののれん償却額 1,741 1,741

その他 585 939

営業外収益合計 5,875 5,484

営業外費用   

支払利息 11,044 15,721

為替差損 － 10,002

その他 1,337 2,541

営業外費用合計 12,381 28,265

経常利益 24,292 48,878

税金等調整前四半期純利益 24,292 48,878

法人税、住民税及び事業税 12,917 7,350

法人税等調整額 △676 236

法人税等合計 12,241 7,586

四半期純利益 12,051 41,291
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 (3)四半期連結キャッシュ・フロー計算書 
（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年12月31日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半
期純損失（△）

△198,034 244,718

減価償却費 76,488 74,325

負ののれん償却額 △5,223 △5,223

貸倒引当金の増減額（△は減少） △13,071 845

賞与引当金の増減額（△は減少） △26,608 △19,479

受取利息及び受取配当金 △925 △1,076

支払利息 39,747 41,496

為替差損益（△は益） △17,792 △57,794

売上債権の増減額（△は増加） △943,482 △1,331,075

たな卸資産の増減額（△は増加） 205,601 △768,470

未収入金の増減額（△は増加） 73,538 △180,068

預り金の増減額（△は減少） △261,367 8,092

仕入債務の増減額（△は減少） 538,588 573,309

未払金の増減額（△は減少） △370 △1,913

その他 15,324 26,486

小計 △517,588 △1,395,826

利息及び配当金の受取額 925 1,076

利息の支払額 △36,639 △42,645

法人税等の支払額 △13,452 △13,594

営業活動によるキャッシュ・フロー △566,754 △1,450,990

投資活動によるキャッシュ・フロー   

有形固定資産の取得による支出 △8,775 △11,314

無形固定資産の取得による支出 △9,053 △8,334

投資有価証券の取得による支出 △4,295 △4,527

その他 6,715 1,254

投資活動によるキャッシュ・フロー △15,408 △22,923

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の純増減額（△は減少） 716,449 1,286,333

長期借入れによる収入 － 300,000

自己株式の取得による支出 △4,511 △19,857

配当金の支払額 △841 △24,007

財務活動によるキャッシュ・フロー 711,097 1,542,468

現金及び現金同等物に係る換算差額 △19,165 △16,113

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 109,769 52,440

現金及び現金同等物の期首残高 630,121 751,541

現金及び現金同等物の四半期末残高 739,890 803,981
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該当事項はありません。 

  

該当事項はありません。 

  

(4) 継続企業の前提に関する注記

(5) 株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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